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要素 部位 具体的手法
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Ⅱ．快適 Ⅲ．楽しみ

建物

①全体配置

ａ.後退する

ｂ.雁行配置する

ｃ.アルコーブを作るよう配置する

ａ.スカイライン（勾配）を工夫する

ｂ.素材を工夫する

ｃ.付属物の納まりをよくする

ａ.形態を工夫する

ｂ.素材を工夫する

ｃ.緑化装置をつける

ｄ.花など植物を飾る

ａ.窓の位置や大きさをそろえる

ｂ.窓の大きさ・形状等に変化をつける

ｃ.花台など取付け、植物を飾る

ｄ.格子・装飾をつける

ａ.入り口方向に注意を払う

ｂ.ちょっとしたスペ－スをつくる

ｃ.扉の素材を工夫する

ａ.形態を工夫、空間をつくる

ｂ.手摺・ルーバーを工夫する

ｃ.手摺りを植物で覆う

ａ.サンル－ムをつくる

ｂ.居間の連続で半戸外スペースをつくる

ａ.メーター・設備機器類を納める

ｂ.室外機を隠す

ｃ.建物と一体の物置とする

②屋根

③外壁

④開口部

⑤出入口
（玄関・勝手口
・車庫）

⑥バルコニー・
ルーバー

⑦内外空間

⑧付帯設備
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Ⅱ．快適 Ⅲ．楽しみ

外構

①擁壁

ａ.形態を工夫、高さをおさえる

ｂ.素材を工夫する

ｃ.緑化する(植物を飾る装置をつける)

ａ.形態を工夫する

ｂ.素材を工夫する

ｃ.装飾をつける

ａ.門柱を工夫する

ｂ.ゲートをつける

ｃ.素材を工夫する

ｄ.植物を配置する

ｅ.足元を緑化する

ｆ.灯りを工夫する

ａ.形態を工夫する

ｂ.素材を工夫する

ｃ.植物を配置する

ａ.場所をつくる

ｂ.ゲートをつける

ｃ.素材を工夫する

ｄ.足元を緑化する

ｅ.透過性ある扉をつける

ａ.カーポート上部を利用する

ｂ.室内空間を広げる

ａ.敷地延長部分をつくりこむ

②囲い

③アプローチ

④階段

⑤カーポート・
自転車置場

⑥デッキ・テラス
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ｄ.生垣により囲う

ｅ.緑化する(植物を飾る装置をつける)

ｂ.中間領域の工夫をする

ｃ.オープン・ガーデンをつくる

ｄ.アプローチガーデンをつくる

ｅ.建物際を緑化する

ｆ.ペットの居場所を工夫する

ｇ.鳥を呼ぶ仕掛けをつくる

ａ.シンボルツリーを植える

ｂ.既存樹木を残す

ａ.素材（舗装）を工夫する

ｂ.街路樹等で緑化する

ｃ.排水溝を工夫する

ｄ.電線（地中化）・電柱を目立たなくする

ｅ.サイン看板をデザインする

ａ.ポケットパークをつくる

ｂ.路地裏空間を作る

ｃ.緑道をつくる

ｄ.行き止まり道路を広場とする

⑦境界領域と庭

⑧樹木

①道路空間

②広場・緑地

公共
公益
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3：新築レベル

2：改築レベル

1：DIYレベル
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表中の□印は、本書に掲載されている事例数を表わしている。
色分けの違いは改善レベルを示している。

期待できる効果 期待できる効果

※注：公共公益の提案手法の改善レベルは、現実化の難しさではなく、工事そのものの難易度を記している。


